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 Ｖｅｒｓｉｏｎ １．０ 

 ＤｍａｘＲＡＰＩＤでφ軸揺動した場合、揺動スタート角度が登録される。 

本ソフトで揺動中心角度に書き換える。 

 Ｖｅｒｓｉｏｎ ２．０ 

  ＡＸＩＳをＲＡＰＩＤ－Ａｕｔｏで測定したファイルを 

  ＡｒｅａＭａｘ１．５，ＡｒｅａＭａｘ２．０，２ＤＰで処理出来るように編集する。 

 Ｖｅｒｓｉｏｎ ２．１２ 

  揺動条件が不適切で、登録Ｐｈｉが異常、ＩｍａｄｅデータのＰｈｉを修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１８年１１月０７日 

     HelperTex Office 

      

    http://www.geocities.jp/helpertex2 

 

 

 



Ｖｅｒｓｉｏｎ１．０概要 

ＲＩＮＴ－ＲＡＰＩＤで極点測定をおこなう場合、面内回転（φ軸）の揺動を行っても、Ｈｅａｄｅｒに揺動

条件が書き込まれていない為、２ＤＰで極点図を作成しても正規の極点図が計算出来ない。 

例えば、φ軸揺動を±５度とした場合、 

φ軸測定条件は －５．０ から ５．０度 

０．０ から １０．０度 

  最後は     ３５５ から ３６０度 （本来なら ３５５ から ３６５度） 

測定結果のφ軸角度は －５．０ 

０．０ 

  最後は         ３５５度 としてファイル作成されている。 

 

本ソフトウエアでは 

 登録φ軸は   ０度 

   ５度 

 最後のファイルは最初の０度のファイルをＣｏｐｙしてφ軸角度に３６０度に書き換える。 

   

ＤｉｓｐｌａｙソフトウエアでＨｅａｄｅｒ確認（－５度から５度揺動の場合） 

  

  

 本来なら、０．０度登録が望ましい。 

 

 

ＤｉｓｐｌａｙソフトウエアでＨｅａｄｅｒ確認（－０度から１０度揺動の場合） 



 

本来なら、５．０度登録が望ましい。 

 

最後のデータ（３５５度から３６０度揺動） 

 

このデータは本来の測定範囲でないので、最初のファイルと同じでφ軸を３６０とすることが望ましい。 

 

 



プログラムの使い方 

C:¥CTR¥bin¥ImageFileChanger.jarを起動 

 

で測定されたＩｍａｇｅデータ群の最初のデータを指定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

選択されたファイルは に表示され、 

に最初のファイルに登録されているφ軸角度が表示される。 

 

で変換を開始 

 

Ｏｆｆｓｅｔ角度と最初のファイル（０度）を最後のファイル（３６０度）を指定して  

途中で中止する場合  

 



変換終了は 

 で確認 

変換ファイルは指定したＩｍａｇｅファイルにｗｏｒｋディレクトリに作成される。 

ＤｉｓｐｌａｙのＨｅａｄｅｒで確認 

 

－５－＞０度が確認出来る。 

 

 

 

 

 

 

 



最後のファイルは 

 

３６０度に変換されている事が確認出来る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｖｅｒｓｉｏｎ２．０概要 

 ＡｘｉｓとＤｍａｘではφ軸の動作方向が逆になっている。 

 この符号とファイル順番を変更することで、今まで処理が出来なかった 

 ＡｒｅａＭａｘ２．０と２ＤＰで極点処理が可能になります。 

  

 ファイル指定方法はＶｅｒｓｉｏｎ１．０と同じ 

  

 変換画面に移る。 

 

 



  

 デホルトは、Ｖｅｒｓｉｏｎ１．０でφ軸揺動角度登録変更 

 Ａｘｉｓファイルの場合 を選択 

  

 すれば変換が開始します。 

 

 φ軸角度変換と異なりＭｏｎｉｔｏｒは残りファイルを表示します。 

  

 

 は変換終了 

 Ｗｏｒｋディレクトリに変換ファイルふが作成される。 

 



χ=２０度をＡｒｅａＭａｘ１．５で処理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

本データを 

 ＰＤＺｅｒｏＤａｔａＣｕｔ 

 ＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈａｇｅｒ（今回はＤｅｆｏｃｕｓ処理なし） 

 ＰＦｔｏＯＤＦ 

 ソフトからＬａｂｏＴｅｘで処理（ＴｅｘＴｏｏｌｓでも可能） 



ＬａｂｏＴｅｘ処理 

 

 

 

 

 

 

 



χ=２０度をＡｒｅａＭａｘ１．５で処理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



｛１１１｝ 

 

 

   

 



｛２００｝ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



２ＤＰ 

｛１１１｝ 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



｛２００｝ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



Ｖｅｒｓｉｏｎ２．１２による修正 

 

 Ｉｍａｇｅデータ１－＞７３のＰｈｉを 

  ０，５，１０，，，３５５，３６０に変更する。 

 


